
歳 入 、 歳 出 各 項 目 の
詳 し い 内 訳 は 、

村 広 報 誌 を
ご 確 認 く だ さ い 。

国 県 補 助 金 5 億 4, 0 0 0 万 円 が 3 分 の 1 と な っ て お り 、 村 の 実 質 の 負 担 は 、3 分 の 2 の 1 0 億 2 0 0 万 円 で あ り 、 内 訳
と し て は 、 起 債 が 3 億 5 0 0 万 円 、 公 共 施 設 整 備 基 金 か ら 6 億 9, 7 0 0 万 円 で す 。

※ 予 算 の 内 訳 と し て 、 自 主 財 源 8 2 億 3, 5 2 3 万 8 千 円 （ 予 算 全 体 に 占 め る 割 合 5 5. 9 ％ ） で 、 対 前 年 度 比 9 億 1, 3 5 6 万 4 千 円 の 増 。

　 依 存 財 源 6 5 億 5 1 4 万 3 千 円 （ 予 算 全 体 に 占 め る 割 合 4 4. 1 ％ ） で 、 対 前 年 度 比 2 8 億 1, 9 6 9 万 6 千 円 の 増 。

● 歳 入 歳 出 総 額 ： 1 4 7 億 4, 0 3 8 万 １ 千 円 （ 対 前 年 度 比 3 7 億 3, 3 2 6 万 円 （ 3 3. 9 ％ ） の 増 ）

普 通 建 設 事 業 費 の 主 な 事 業 の 内 、 恩 納 村 庁 舎 改 修 工 事 1 5 億 4, 2 0 0 万 円 に つ い て 、 村 の 負 担 は 何 割 に な る か 。

令 和 7 年 度 一 般 会 計 予 算 概 要令 和 7 年 度 一 般 会 計 予 算 概 要委 員 長 報 告 抜 粋

■ 特 別 会 計 予 算

歳  入 ・ 歳  出

国 民 健 康 保 険 1 6 億 2, 4 3 3 万 9 千 円

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 5, 0 5 3 万 9 千 円

下 水 道 事 業 収 益

4 億 8, 2 7 2 万 8 千 円

下 水 道 事 業 費 用

4 億 7, 6 2 2 万 8 千 円

資 本 的 収 入

7 億 8, 5 5 0 万 円

資 本 的 支 出

8 億 2, 8 2 7 万 円

■ 水 道 事 業 会 計 予 算■ 下 水 道 事 業 会 計 予 算

水 道 事 業 収 益

9 億 2, 7 1 4 万 円

水 道 事 業 費 用

9 億 2, 6 3 9 万 1 千 円

資 本 的 収 入

2 億 2, 2 0 0 万 3 千 円

資 本 的 支 出

3 億 7, 4 0 1 万 1 千 円

■ 予 算 概 要 説 明 に 関 す る 質 疑 応 答

ア メ リ カ ホ ー ム ス テ イ プ ロ グ ラ ム と い う こ と で 、 村 内 に 住 ん で い る 中 学 生 、 高 校 生 を ア メ リ カ 合 衆 国 に 夏 休 み
の 3 週 間 で 派 遣 を す る 事 業 で し て 、 今 ま で 村 か ら 4 5 万 円 程 度 、 約 3 分 の 2 の 補 助 を し て い た の で す が 、 そ れ で
も 個 人 の 負 担 が 大 き く な っ て い る と い う こ と で 、 近 隣 の 市 町 村 と 大 体 合 わ せ る よ う な 形 で 、 個 人 負 担 1 0 万 円
で い け る よ う な 形 で 考 え て い ま す 。

国 際 交 流 派 遣 業 務 委 託 料 に つ い て 。

ガ バ メ ン ト ク ラ ウ ド に 移 行 す る た め の 回 線 使 用 料 、 ク ラ ウ ド 使 用 料 、 シ ス テ ム 標 準 化 の 対 応 費 で す 。 一 部 は
国 か ら の 補 助 が あ り ま す 。

新 規 事 業 の ガ バ メ ン ト ク ラ ウ ド 及 び ガ バ メ ン ト ク ラ ウ ド 基 盤 使 用 料 2, 6 5 6 万 4 千 円 増 に つ い て 、 住 民 情 報
シ ス テ ム 移 行 対 応 委 託 費 と は 。

上 限 2 0 0 万 円 と し て 5 件 を 見 積 も り 、 継 続 事 業 と し て 考 え て い ま す 。

恩 納 村 空 家 活 用 事 業 補 助 金 1, 0 0 0 万 円 に つ い て 。

若 者 の 就 業 の 機 会 を 拡 大 及 び 創 出 す る た め 、 経 済 的 困 窮 す る 若 者 に 対 し 、 就 業 す る 際 に 有 利 と な る 資 格 取 得
等 に 要 す る 費 用 を 予 算 の 範 囲 内 に お い て 支 給 し 、 失 業 率 の 改 善 を 図 る こ と を 目 的 と し て い ま す 。 基 本 的 に
は 青 年 開 発 隊 に 入 隊 す る 方 の 入 隊 等 の 補 助 を し 、 給 付 金 を 支 給 す る と し て い ま す 。 対 象 と す る 方 が 、 恩 納 村
に 在 住 す る 方 、1 5 歳 か ら 3 9 歳 以 下 の 方 を 対 象 と し て い ま す 。

恩 納 村 若 者 就 業 支 援 プ ロ グ ラ ム の 内 容 に つ い て 。

こ ち ら は ベ ビ ー ベ ッ ド 、 ベ ビ ー カ ー 、 チ ャ イ ル ド シ ー ト 、 ベ ビ ー バ ス な ど の 用 品 を レ ン タ ル で 貸 出 す る も の に
な り ま す 。 上 限 が 1 0 万 円 で す の で 、1 人 1 0 万 円 の 4 0 人 分 と し て 計 上 し て い ま す 。 対 象 者 は 、 村 内 に 住 所 を
有 す る 者 、 出 産 を 予 定 す る 者 （ 出 産 ２ カ 月 前 か ら 申 請 可 能 ）１ 歳 未 満 の 子 ど も の 保 護 者 と な っ て い ま す 。

補 助 及 び 交 付 金 で 子 育 て 用 品 支 援 助 成 金 、 令 和 6 年 1 0 月 か ら 開 始 さ れ て い ま す が 、 こ の 4 0 0 万 円 の 内 訳 、
概 要 に つ い て 。

観 光 の 誘 致 と 併 せ て 住 環 境 の 保 全 を す る こ と は 、 相 反 す る も の で は な く 、 両 立 さ せ て い か な け れ ば な ら な い
と 考 え て い ま す 。

誘 客 事 業 で 入 域 観 光 客 を 増 や す こ と と オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム 対 策 の 基 本 的 な 方 針 は 。

■ 歳 入 ・ 歳 出 に 関 す る 質 疑

1 4 7 億 4 ,0 3 8 万 1 千 円

対 前 年 度 比  3 7 億 3 ,3 2 6 万 円

一 般 会 計 予 算

3 3. 9 ％ の 増

自 主 財 源

依 存 財 源

8 2 億 3 ,5 2 3 万 8 千 円

6 5 億 5 1 4 万 3 千 円

5 5. 9 ％

4 4 .1 ％

記 事 担 当 ： 宮 﨑 匠
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令 和 ７ 年 度 の 主 な 事 業

役 場 庁 舎 へ 利 便 性 向 上 の た め

の 改 修 や 、 再 生 可 能 エ ネ ル

ギ ー （ 太 陽 光 発 電 ） や L E D 照 明

を 導 入 す る こ と に よ り 、 維 持 費

の 削 減 や 災 害 に 強 い 庁 舎 作 り

を 目 指 す 。

恩 納 村 庁 舎 改 修 工 事

児 童 が 安 全 で 快 適 な 教 育 環 境

の 中 で 学 校 生 活 を 送 る こ と

が で き る よ う 学 校 施 設 整 備 に

計 画 的 に 取 り 組 ん で い ま す 。

恩 納 村 立 安 富 祖 小 学 校 駐 車 場 舗 装 工 事

天 候 に 左 右 さ れ な い 快 適 な

観 戦 環 境 の 提 供 を 行 う た め 、

メ イ ン ス タ ン ド の 全 体 を カ バ ー

で き る 屋 根 整 備 を 行 い ま す 。

赤 間 運 動 場
屋 根 増 築 工 事

真 栄 田 岬 に お け る 課 題

解 決 及 び 持 続 可 能 で 高

付 加 価 値 な 海 洋 観 光 を

促 進 し 恩 納 村 S D G s 推

進 計 画 と 合 致 し た 「 持

続 可 能 な 観 光 」 の 実 現 を 図 る た め 、 地 域 の 多 様 な 関 係

者 に よ る 協 議 会 を 開 催 し 、 具 体 的 な 方 策 に つ い て 検 討

を 行 う 。

エ コ ツ ー リ ズ ム の 未 然 防 止 ・ 制 御 に よ る
持 続 可 能 な 観 光 推 進 事 業

観 光 客 の 受 入 体 制 の 強 化 と 、

漁 港 利 用 者 の 利 便 性 の 向 上

を 図 る た め 施 設 整 備 を 行 い

ま す 。

（ 護 岸 の 新 設 ・ 浮 き 桟 橋 の 新 設 ・

管 理 棟 新 設 ）

前 兼 久 漁 港 観 光
関 連 施 設 整 備 工 事

勢 高 地 区 （ 南 恩 納 区 ） の 冠 水

対 策 事 業 と し て 、 下 勢 高 排 水

路 （ 約 １ ８ ０ ｍ ） の 拡 張 工 事 を 実

施 し 、 地 域 住 民 の 生 活 環 境 の

改 善 を 図 り ま す 。

農 業 集 落 地 に お け る し 尿 、 生 活

雑 排 水 な ど の 汚 水 等 を 処 理

す る 施 設 の 整 備 に よ り 、 農 業

用 排 水 の 水 質 の 汚 泥 を 防 止 し 、

農 村 地 域 の 健 全 な 水 循 環 に

質 す る と と も に 、 農 村 の 基 礎

的 な 生 活 環 境 の 向 上 を 図 る 。

名 嘉 真 地 区 処 理 施 設 建 設 工 事

農 業 用 水 の 安 定 供 給

及 び 維 持 管 理 と 労 力

の 軽 減 を 図 る た め 水

路 布 設 替 工 事 を 行 い

ま す 。

野 原 地 区 畑 か ん 施 設 敷 設 替 工 事

個 人 墓 の 集 約 化 を 促 進 す る と

と も に 、 今 後 の 整 備 に つ い て も 、

地 域 の 要 望 に 基 づ い て 検 討

し て ま い り ま す  。

恩 納 村 施 設 型
共 同 墓 新 設 工 事 喜 瀬 武 原 区 の 農 道 橋 （ 長 浜 橋 ）

の 老 朽 化 が 進 行 し 、 安 全 性 に

問 題 が あ る た め 更 新 工 事 を

行 う 。

喜 瀬 武 原 農 道 橋 更 新 工 事

下 勢 高 排 水 路
改 修 工 事

記 事 担 当 ： 新 城 哲
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